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研究成果の概要（和文）：本研究では，日本語学習者が日本語母語話者の言葉の連想に沿って語彙を学習できる
ことを目指して連想語彙学習システムを開発し，その評価を行った．自動で生成した問題文と回答選択肢に対し
て日本語教師にレイティングしてもらい，約8割が学習支援の教材として適していることがわかった．また，日
本語学習者が本システムを一定期間使用して得られた学習結果を分析したところ，連想の可視化による学習の効
果を確認することができた．

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed a support system for Japanese language learners 
to learn vocabulary according to association of words by Japanese native speakers, and evaluated it.
 The generated question sentences and answer choices were rated by Japanese language teachers, and 
about 80% of them were found to be suitable as learning support materials. We then asked Japanese 
language learners to use our system for a certain period of time and analyzed their learning data. 
As a result, we confirmed the effectiveness of learning by visualization of word associations.

研究分野：自然言語処理

キーワード： 語彙学習　学習支援　連想情報　可視化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
海外における日本語学習の需要が高い中，自然言語処理技術が日本語学習の支援ツールや教材メディアとして応
用されてきている．しかし，他の主要言語と比べると言語・教育研究の成果に基づいた辞書・コーパスや教材の
開発は遅れていると考えられている．今日の日本語学習に関する辞書やコーパス，学習支援システムでは，単語
の共起情報を用いたものが多く見られる．
　本研究では，従来の共起情報ではなく人間が単語について連想した情報（連想情報）を語彙学習に用いてい
る．研究成果の「学習支援の教材」と「学習の効果」に関する評価を通して，学習に連想情報がある程度有効で
あることを示すことができた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 海外の日本語学習者数は，2012年には約 399万人まで増加していたが，2015年は約 365万
人まで減少している．主な理由としては，インドネシアや韓国の「中等教育における第二外国語
の学習者減少」や中国の「就職を意識した日本語離れ」などが挙げられる．一方で，オーストラ
リアやタイ，ベトナム，フィリピンでは学習者数が大幅に増加しており，中国とインドネシアも
含めて日本語教育機関数が増加していることから，日本語学習の需要は依然として高い． 
このような動向の中，自然言語処理技術が日本語学習者用の支援ツールや教材メディアに応
用されてきており，「辞書・コーパス」と「学習支援システム」に大別することができる．しか
し，他の主要言語と比べると言語研究・教育研究の成果に基づいた辞書やコーパス，教材の開発
は遅れていると考えられている． 
従来の日本語学習に関するコーパスや支援システムでは，単語の共起情報を用いたものが多
く見られる．日本語母語話者（データによっては日本語学習者）によって実際に話された言葉や
書かれた文章における共起の頻度がまとめられており，話し言葉や書き言葉としてのコロケー
ションとみなすことができる．このような用例データは，学習者の言語習得状況を調べる上で有
用であるが，一方で学習者の言語習得自体に最大の効果をもたらしているかは議論の余地があ
る． 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，従来使用されてきた共起情報ではなく，動詞連想概念辞書の連想情報を語彙
学習に応用することである．動詞概念辞書は，実験参加者延べ約 3,200人分の連想実験データか
らまとめられており，動詞と深層格に対する連想語の頻度や順位の情報などを含んでいる．研究
開始当初までに，この辞書を構成する連想情報と，新聞コーパス等から得られる共起情報につい
て性質と応用の両面で比較分析を行い，それぞれの特徴や性質が異なることを確認している． 
 本研究では，研究開始までに試作した動詞連想概念辞書の連想情報を用いた日本語語彙学習
システム（連想語彙学習システム）について開発を進め，完成させることを目指す．次に，名詞
に対する連想情報から構築されている名詞連想概念辞書も本システムで動詞連想概念辞書と併
用させ，名詞由来と動詞由来の連想ネットワークを動的に連携させる．そして最後に，日本語学
習者が語彙のより深い理解ができるよう連想の可視化に取り組む． 
 以上のようにして，日本語学習者が日本語母語話者の単語（動詞・名詞）に対する連想に沿っ
て語彙を学習できるようになることを図る． 
 
 
３．研究の方法 
(1) 連想語彙学習システムの開発 
試作段階から機能を拡張し，「学習」と「復習」のフェーズを完成させる．前者は，学習者が
開始時に選択した「既知の動詞」と選択しなかった「未知の動詞」に対し，問題セット（問題文・
回答選択肢）を自動生成し，学習者に呈示する．後者の「復習」は，学習者が「学習」で回答し
た問題に対して正解するまでランダムで再呈示する．これらの機能により，学習者が事前にチェ
ックした「既知／未知の動詞」に対して正解するまでの過程をデータとして収集できるようにな
ることを目指す． 
 
(2) 連想ネットワークの連携と可視化 
 動詞連想概念辞書に加え，名詞連想概念辞書の連想情報を問題セットの作成時に利用する．問
題セットは問題文と回答選択肢から構成されるため，2つの連想概念辞書における連想ネットワ
ークを連携させることで，問題文を構成する文節内の単語を広げることが期待できる．また，回
答選択肢についても，特に不正解語を用意する際に別の単語との連想関係を考慮して生成でき
る．また，学習者が問題を回答した後に表示される解答の他にも連想されやすい単語を呈示する
ことで連想関係の可視化を図る． 
 
(3) 連想語彙学習システムの評価 
 本システムについては，「学習支援の教材」と「学習の効果」に関して評価を行う．前者は，
自動で生成した問題セットの問題文と回答選択肢に対して，日本語教師がレイティングし，適切
かどうかを判断する．後者の「学習の効果」については，実際に日本語学習者に本システムを一
定期間利用してもらう．なお，日本語学習者は「学習」と「復習」の両方のフェーズを実施して
もらい，「既知／未知の動詞」に関して「学習」フェーズで回答を誤った問題について「復習」
フェーズで正解するまでにどれくらいの回答数を要したか等について調べる． 
 
 



４．研究成果 
(1) 連想語彙学習システムの開発 
生成された問題セット（問題文と回答選択肢）が「学習」と「復習」のフェーズで当初の目的
通りに呈示され，学習者の回答結果が各フェーズで収集できるようになった．問題文は，述語の
動詞の他に，その動詞と連想関係のある名詞（動詞連想概念辞書の刺激語（動詞）に対する連想
語）と格助詞を組み合わせた 2 文節から構成される．これらの 2 文節のうちの 1 つは回答を選
択する該当部分となる．回答選択肢は 4 語あり，正解語 1 語（上位で連想されやすい語（連想
語））と不正解語 3語から成る．回答結果を収集することで，「既知／未知」の動詞に関する問題
文に対し正解語あるいはどの不正解語が選択されたか，統計的な分析が可能となっている．その
ため，今後は学習者のデータ数を増やしていくことで，機械学習によるモデル化が可能となり，
個人個人に適した出題に繋がっていくことが考えられる． 
 
 
(2) 連想ネットワークの連携と可視化 
動詞連想概念辞書の連想語は，日本語教育語彙表における初級前半から中級前半までの単語
の約 7割を占めていることから，日本語能力試験 N4・N3 相当の日本語学習者が本システムによ
る学習に適している可能性が高い．つまり，生成される問題セットは初学者が対象になることを
考慮し，不正解語の 3語は問題文に対して明らかに間違いである必要がある．そのため，不正解
語は問題文の述語とある程度の関係性があるが，構文として成り立たない（あるいは意味が通ら
ない）ような語とした．そこで，動詞と名詞の連想ネットワークを連携させ，正解語とは異なる
深層格における連想語を不正解語として抽出している．また，学習者の回答後に正解語の次に連
想されやすい単語を幾つか表示し，動詞とその連想関係を可視化することで学習者が語彙をよ
り深く理解できるようにした． 
 
 
(3) 連想語彙学習システムの評価 
 学習支援の教材としての評価として，生成した語彙問題の問題文ならびに回答選択肢がそれ
ぞれ学習コンテンツとしてどれくらい適しているか，専門家（国内・海外の大学機関で日本語教
育に携わっている日本語教師）がレイティングを実施した．その結果，「問題文と正解語」と「不
正解語の 3語」はそれぞれ 77%，84%の割合で，問題セット全体（問題文と回答選択肢）では 70%
の割合で適していることがわかった．全体的には曖昧性が生じない回答選択肢を約 8 割の精度
で生成できており，連想ネットワークの連携の効果を確認した．その一方で，日本語として正し
くない表現や特定の場面を表す問題文に対して曖昧性がある不正解語の呈示が一部見られてい
たため，これらの改善が今後の課題として挙げられる． 
 学習の効果については，日本語学習者 26 名に本システムを一定期間使用してもらい，学習結
果を分析した．日本語能力試験 N4・N3・N3-N2 相当のクラスに所属している学習者は「学習」フ
ェーズで問題セット全体の約 2 割を間違えていたが，N2 相当以上のクラスに所属している学習
者は明らかに誤りが少なく，問題セット全体の 1割も満たなかった．また，「復習」フェーズを
「学習」の翌日以降に学習者に取り組んでもらった結果，初回に間違えた問題に対し，ほとんど
の学習者が 1回目で正解していた．これは，「学習」で間違えた問題ごとに動詞と深層格に対し，
正解語の他に連想されやすい語を幾つか表示していたことで学習者は語彙の理解を深めたこと
が考えられ，可視化の効果が示唆されている．  
 以上より，語彙学習において連想ネットワークの連携と可視化について一定の効果を確認す
ることができたといえる． 
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